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10 月10 月

・東京 2020 オリンピック聖火トーチ展示

・稲沢サンドフェスタ　稲沢砂の造形展

・美術館特別展

　生誕 120 年記念　荻須高徳展
　ー私のパリ、パリの私ー

11 月11 月

・市制記念式典

・稲沢イルミネーション

・平和まつり　無観客で開催

（後日、YouTube などで配信）

・ 特別展　昭和の貸本文化と「劇画工房」　
　～「さいとう・たかを」と６人の劇画家たち～

12 月12 月

・ 地元スポーツチーム 豊田合成ブルーファルコン
　日本ハンドボール選手権大会２連覇

・ 地元スポーツチーム ウルフドッグス名古屋
　全日本バレーボール選手権大会　優勝

１月１月

・令和４年成人式　２部制で開催

・新型コロナウイルスワクチン３回目接種開始

２月２月

・国府宮はだか祭（儺追神事）

３月３月

・いなざわ梅まつり　※開催予定

新型コロナウイルス感染症に対する主な支援

・ 子育て世帯生活支援特別給付金（５月～）

・稲沢がんばる農業者応援金（６月～）

・キャッシュレス決済ポイント還元事業

「稲沢げんき応援キャンペーン」（９月）

・子育て世帯への臨時特別給付金（12 月～）

・あいスタ認証取得促進支援金（１月～）

・住民税非課税世帯等臨時特別給付金（２月～）

特 集

令和令和３３年度年度をを振り返る振り返る 問合先　市役所秘書広報課

　　　　 0587(32)1126

新型コロナウイルスワクチン接種

　医療機関での接種のほか、

市民病院や保健センターなど

でも集団接種を実施しました。

　高齢の方などから順次接種

を進め、11 月には接種率
約８割を達成しました。

東京２０２０パラリンピック
聖火フェスティバル採火式

　市役所で実施さ

れ、稲沢市を代表

して（一社）日本

ろう者水泳協会の

強化選手である吉

田琉那さんがマイ

ギリ式火おこしで

採火しました。

祖父江ぎんなんパーク　オープン

　「祖父江ぎんなん」のさらなるブランド力向上のため、

代表４品種「久寿」「栄神」「金兵衛」「藤九郎」全てを

見ることができ、世代を問わず交流や健康づくりができ

る公園としてオープンしました。

令和３年度スタート 東京２０２０オリンピック聖火リレー

　市内の中高生などがランナーを務め、国府宮神社楼門

前から市民会館までの 1.9km を 10 区間に分け聖火をつ
なぎました。

４月４月

・社会福祉協議会が市役所東庁舎に移転

（福祉相談のワンストップ化）

・稲沢公民館　増築・供用開始

・稲沢おでかけタクシー　本格運行開始

・東京 2020 オリンピック聖火リレー　

・祖父江生涯学習センター「ソブエル」　

　オープン

５月５月

・大里西公民館　建て替え・供用開始

　緊急事態宣言（５/12 ～６/20）

・ 「令和３年度いなざわ飲食・商店エール券」　　
配布（高齢者、障害のある方）

・ 高齢の方（65 歳以上）への新型コロナウイル
スワクチン接種開始

６月６月

・祖父江ぎんなんパーク　オープン

７月７月

・おくやみコーナー　開設

・ 一般の方（12 歳～ 64 歳）
　への新型コロナウイルス

　ワクチン接種開始

８月８月

・ 東京 2020 パラリンピック　聖火フェスティバ
ル採火式

・ 「令和３年度いなざわ飲食・商店エール券」
　配布（マイナンバーカード申請者）

　緊急事態宣言（８/27 ～９/30）

９月９月

・稲沢市ゼロカーボンシティ宣言

東京
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美術館特別展　生誕１２０年記念
荻須高徳展　－私のパリ、パリの私－

　稲沢市出身の画家「荻須高徳」の生誕 120 年を記念
して開催しました。1937 年のパリ万博の美術展に出
品された作品『ガラージュ』をはじめ、油彩 81 点、
ペン素描 48 点が一堂に展示されました。
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新型コロナウイルス感染症対策に取り組み
着実に歩みを進めた一年

　市ホームページ　市ホームページ
では、写真などをでは、写真などを
フルカラーで掲載フルカラーで掲載
しています！しています！

▲荻須高徳

稲沢商工会議所終身名誉会頭
久納昇辰さん

市内高校生
石川せりさん

駐日ギリシャ共和国特命全権大使 (当時)
コンスタンティン・カキュシス閣下
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